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1 － 2 　機　能




































































































































2 － 1 － 1 　富士山研究

























































































































































































































































































































































































































































































アンケート調査を行ったのは平成27年 8 月 6 日〜10










用いて 1 ）頭痛、2 ）消化器症状、3 ）倦怠感／脱力感、
4 ）めまい／ふらつきの 4 項目について 0 〜 3 点の 4 件
法で回答を得た。12点満点のこの評点を高山病スコアと






















































































































































点 1 ）、南限と予想される場所 2 カ所（地点 2 ・ 3 ）に
おいて、幅約 1 m×長さ約 5 m、掘削深度 2 〜 3 mで割
れ目地形に直行方向に掘削した（図 2 ）。
調査結果
掘削の結果、地点 1 および地点 2 では、地表面に雁ノ
穴丸尾溶岩が露出し、割れ目地形と平行かつ地表に対し









る。地点 3 では溶岩及び岩脈は確認できなかった（図 6 ）。






























図 3 　掘削調査の様子（地点 1 ）
図 4 　地点 1 における供給岩脈
図 ５ 　地点 2 における供給岩脈
図 6 　地点 3 の掘削状況
29






































































































































































































































































































































































































































































2 － 1 － 2 　基盤研究























































































2 階級（森林・非森林）と 5 階級（20％等分）に分割し
た場合、その一致率は約85％（ 2 階級）、約55％（ 5 階級）、
となり、Kappa係数は約0.5（ 2 階級）、約0.2（ 5 階級）
の結果であった（表 2 、表 3 ）。
表 1 　森林率精度評価結果
推定 基準 RMSE（%） MAE（%）
Hansen LiDAR 24.5 14.5
ALOS LiDAR 25.1 12.1
Hansen ALOS 20.4 12.4
表 2 　分割数 2 階級（森林・非森林）の場合の森林率
階級一致率
推定 基準 一致率（%） Kappa係数
Hansen LiDAR 85.2 0.4755
ALOS LiDAR 85.4 0.4413
Hansen ALOS 92.8 0.5624
表 3 　 分割数 ５ 階級（20%等分）の場合の森林率階級
一致率
推定 基準 一致率（%） Kappa係数
Hansen LiDAR 55.1 0.2054
ALOS LiDAR 73.8 0.2779






































































































































5 月、 7 月、 9 月、11月に富士林道と軽水・鳴沢林道
（調査距離27.3km）において実施してきた夜間調査を継
続し、シカとカモシカの目撃数、その内訳（オス・メス・
























4 期合計 8 夜で合計186頭（平均8.5頭/10km）のシカ
を目撃した（表 1 。H26、H27年はそれぞれ193頭・8.8
頭/10km、228頭・10.4頭/10km）。過去調査と比較し、









5 月 7 月 9 月 11月 年平均 合計
F 18 14 13 4.5 49.5
M 1 0 1.5 3 5.5
Y 1.5 0.5 1 0.5 3.5
UK 9.5 4 11.5 9.5 34.5
計 30 18.5 27 17.5 93 186
頭/10km 11.0 6.8 9.9 6.4 8.5









数（E） 3 者の関係は、いずれも相関が低かった（図 1 ）。
これはH27年調査と同様の結果である。















































































2015年 6 〜10月と2016年 4 〜 5 月、地表性甲虫・クモ類
















































































































































































































































授業は2016年11月10日（木） 2 、3 校時（各45分）に、
山梨県鳴沢村立鳴沢小学校 6 年生（30名）に対して実施
した。授業目標は「環境問題は社会的ジレンマの結果起
時間 (分) 授業内容 具体的な内容
7 自己紹介、及び授業の主旨と授業の流れについての説明







































































































対処法 考える 富士山 自然 ゴミ
生命 考えた より良い 動物
環境問題 立場 姿 植物
公平 サル
考え方 クマ













































































































































































































るA 4 版 3 ページの調査票を使用した。






















防止ゲート付近）を設定した（図 3 参照）。この 4 地点
において、利用者が集中する夏期の連続する 4 日間（2013






































































































図 3 　調査票を配布した調査地点 4 箇所の位置図
表 2 　利用者属性と総合満足度の重回帰分析
R 修正R R 2 修正R 2 ﾀﾞｰﾋﾞﾝ・ﾜﾄｿﾝ比 AIC
0.22 0.20 0.05 0.04 1.60 216
要因 平方和 自由度 平均平方 F値／P値
回帰変動 32.38 3 10.78 6.24／3.83×10- 4
誤差変動 663.69 384 1.73
全体平均 696.03 387
表 3 　利用者属性と混雑不快感の重回帰分析
R 修正R R 2 修正R 2 ﾀﾞｰﾋﾞﾝ・ﾜﾄｿﾝ比 AIC
0.19 0.18 0.04 0.03 1.70 859
要因 平方和 自由度 平均平方 F値／P値
回帰変動 133.12 2 66.56 7.32／7.55×10- 4




R 修正R R 2 修正R 2 ﾀﾞｰﾋﾞﾝ・ﾜﾄｿﾝ比 AIC
0.20 0.19 0.04 0.04 1.56 217
要因 平方和 自由度 平均平方 F値／P値
回帰変動 28.38 2 14.19 8.19／3.28×10- 4




R 修正R R 2 修正R 2 ﾀﾞｰﾋﾞﾝ・ﾜﾄｿﾝ比 AIC
0.11 0.09 0.01 0.01 1.68 870
要因 平方和 自由度 平均平方 F値／P値
回帰変動 40.99 1 40.99 4.42／0.04









































































図 2 　ボ リーング柱状図入力システム




























































































































































2 － 1 － 3 　特別研究




































































































































































































































































































































































































































































ため観測を実施しなかった。一方、2016年 2 月14日、 4




































































































































































































新規研究 4 課題、重点化研究 1 課題に対する総合評価
点は3.1〜3.9（平均3.6）で、全ての研究課題について「妥
当」との評価結果であった。







































2 － 3 　セミナー
















































































2 － 4 　学会活動








































































































































































































































































































2 － 7 　研究成果発表









































































（2016） Prevalence of  acute mountain  sickness  on 
Mount Fuji: A pilot study. Journal of Travel Medi-


























































































































































































small-scale  vegetation  spatial  patterns  following 
long-term livestock exclusion  in a typical grassland 





































































Energy  cost  during walking  at  simulated  high 


















Uno T. （2017） Effect  of  environmental  factors  at 




































Energy  cost  during walking  at  simulated  high 






























































































Shimano, T.,  Nakada,  S.,  Suzuki,  Y., Maeno,  F., 
Yoshimoto, M., Hokanishi, N., Akhmad Z., Iguchi, M. 





















常松佳恵,  吉本充宏,  新堀賢志,  井口正人,  中田節也 
（2016）画像解析を用いた火山灰堆積重量の推測手法
の開発. 日本地球惑星科学連合大会（千葉市）


















































































































































































small-scale  vegetation  spatial  patterns  following 
long-term livestock exclusion  in a typical grassland 
















































































































































































































































































































































































2016年 7 月 5 日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）
2016年 7 月 5 日
「生命と環境Ⅳ」
都留文科大学 学生（都留文科大学）





















2016年 8 月 2 日
「基礎地学 1 」
都留文科大学 学生（都留文科大学）





























































































































































2016年 8 月 9 日
「教員研修会セミナー「火山ってなんだろう」」
山梨県教員（山梨県富士山科学研究所）




























































































































2016年 6 月 3 日
「富士山の火山噴火とその災害」
JICAコスタリカ国別研修（山梨県富士山科学研究所）























富士吉田市立吉田小学校  3 〜 6 年生・保護者（富士
吉田市立吉田小学校）

































































































3 － 1 　環境教育・情報事業























幼稚園・保育園     3
小学校   93
中学校   33
高校･大学     5
一般   13

























4 月      306 （　    4）
5 月   2,209 （　  34）
6 月   1,957 （　  28）
7 月   2,101 （　  26）
8 月      397 （　    9）
9 月   1,184 （　  14）
10月   1,744 （　  28）
11月      269 （　    5）
12月      144 （　    2）
1 月          0 （　    0）
2 月          0 （　    0）












































































































































































































































































































































































































































































































































ビ デ オ 587点












































































3 － 2 　広報・交流事業



































































9 件、ラジオ他 3 件）に対応した。また、一般の方から
の質問も含め、44件の富士山相談に対応した。
3 － 2 － 2 　交流事業
1 　出張講義
各種団体からの講師派遣依頼に対応した（出張講義リ


































































































































































































































































































































































　第 1 回（平成28年 7 月23日）
　　協議内容　①H28事業計画について
　第 2 回（平成29年 3 月 2 日）
　　協議内容　①H28事業実績について
　　　　　　　②H29事業計画について






























　臨 時 職 員　　刑　部　美　佐







　　臨 時 職 員　　秋　山　日香里
　　臨 時 職 員　　森　嶋　章　子













　　臨 時 職 員　　勝　俣　英　里







　　臨 時 職 員　　遠　藤　淳　子








　臨 時 職 員　　笠　井　明　穂
　臨 時 職 員　　野　澤　すみれ
































































平成 9 年 4 月 1 日　組織発足
　　　　　30日　竣工式






























4 － 6 　施設
敷地面積　30ha
施設名 構　　　造 延べ面積
本 　 　 館
鉄筋コンクリート造り
（一部鉄筋一部木造）














温 室 鉄骨造り　地上 1 階 101.286㎡
ポーチ屋根 鉄骨造り 17.6㎡
合　　　　計 6,318.079㎡
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